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QSOのスペクトルに現れる水素や金属の吸収線によって観測されるQSO吸収線系は、高赤方偏移におけるガ
ス雲を直接観測できる唯一の手段である。銀河の形成、進化が著しく進んでいた時代 (z > 3)のガス雲には銀河
形成過程による影響が色濃く反映されているはずであり、QSO吸収線系の観測は銀河形成のプロセスを明らかに
するために本質的に重要であると考えられる。
中でも我々は特に重力レンズ QSOに着目している。重力レンズ QSOの多重像のスペクトルを取得すると、

その拡大効果で遠方においても非常に小さなスケールでガス雲の空間構造を調べることができる。Ellison et
al.(2004),Rauch et al.(1999)などで重力レンズQSOによるQSO吸収線系の観測・研究がなされており、特にガ
ス雲のサイズについて多くの示唆がなされている。
今回の発表ではQ1422+231(z = 3.62)という非常に明るい重力レンズQSOをすばる IRCSで近赤外線分光観

測 (R = 10000)した結果について報告する。4つの多重像のうち近接した 2つの像を観測し z = 3.54にMgII,FeII
の弱い吸収線を検出した。実距離にして 7pc程度しか離れていない 2視線間でこれらの吸収線の EWや中心波長
に像間で顕著な違いが見出され、高赤方偏移における pcスケールの天体の構造を得ることに初めて成功した。同
じく Q1422+231を可視光で別の像を観測した Rauch et al.(1999)の結果も合わせて、像間における吸収線の変
化の仕方からこの系は単一の超新星残骸による吸収であるという強い示唆が得られた。本年会ではさらに論を進
めてMgや Feの abundance等からこの天体が超新星残骸のタイプや年齢等についても言及する。


